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ホ タ テ ガ イ の 種 苗 生 産

※

Ⅰ 人 工 採 宙

小川 弘毅 ･横山 勝幸 ･佐藤 敦 ･伊藤 進

は･ じ め に

昭和 45年度 よD､青森県水産増殖センターの発足をみたが､著者 らはそれに先立ち､昭和 43年 3

月よb工事完丁前の同施設を使用し､試験的にホクテガイの産卵誘発､並びに^工採苗を実施したので

その概要をここに報告する｡

本文に入るに先立ち､母且採捕に御協力いただいた川内町漁業協同組合の方々に厚 く謝意を表する.

材料及び方法

1.母 見

産卵誘発に用いた母且は殻長 7.3-16.8clnの3- 7生見で､ 43年2月 12日よ94月3日までに

陸奥湾ゐ茂浦､土屋､川内の各地先で採捕したものである｡

2.産卵誘発の方法

トロバコ内に母且を収容 し､約 15℃に加温した海水をかけ流して産卵を誘発させた.そして放卵

を始めた雌個体を発見したならは､ これを取 り上げ､約 15℃に刀口温した涯過毎.水を満た した3 02容

パンライ ト水槽に移 し､引き続き産卵を行をわせた.産卵された卵によれ 水槽中の海水が薄い桃色

を皇する様になった時､母月を水槽 よb取b出した.

次に トロバコ内で放精 している雄個体をこの卵の入っている､パンライト水槽に入れ､ 2～3度放

精を行なわせた後取b除いて媒精を行なったoその後室温を調整することによって水槽温度を15℃

に.保ち､ 1時間おきに15℃に温度調節 した渡過海水を用いて卵洗浄を5回行なった｡受精卵の発生

が進み､過半数のものが浮上した頃を見計らって､浮上した幼生のみ別の水槽に移し､浮上の遅れた

卵を除去した｡ √

3. 浮遊幼生の飼育方法

幼生の初期発生が進み､D型幼生と在った頃に､内容5002のポ 1)エチレンシー ト製の水槽Vn 7

℃に加温 した浦過海水を満たし､ 1水槽23-50万個の割合で幼生を 3水槽 (Nnl-3)に分散し

飼育を開始 した.なおこのポリエチレン水槽はヽ コンク リ′⊥ ト水槽に収容して､外部から17℃に保

温 して飼育を継続 した｡

飼育は止水型式で行をへ 各水槽 とも重 く通気を行なったOまた約 2日おきに全換水を行なったo

弊 詳細は青水増資料 S45-J%.1(昭和 45年 6月)に発表
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飼料 としては培養 したChaetoceros calcitrans (以下仇 )お よびMonochrysis lutherii (以

下Mc)を連続遠心分離機で分離洗浄後､細胞数でMcl:Ch2の比率に混合 した ものを毎 日朝夕の

2回に分けて授与 した｡

投餌量については､受精後 6日目 (平均殻長 143FE)まではMc換算で2,000cells/個､そ

れ以後 12日日 (平均殻長 192JL)までは3,000cells/個､それ以後は 8,000cells/個とし

7㌔

複軸 槽N02については､眼点の出は じめた受精後 14日日 (平均殻長 262P)以降はMcのみ

5.000cells/個とし､ 19日日以後はMcのみ8.000cells/個 とした｡

浮遊幼生が付着期に適 した頃に､ コレクターとして水槽Nolには -イゼ ックスフイルム､ N02

にはシュロ皮､ N03にはポ リカーボネイ トフイルムを投入 した｡

4.付着稚貝の飼育方法

･付着稚月の飼育に当っては､浮遊幼生の飼育と同 じ方法をそのまま継続 して行なった.をか換水は

5日毎に行なった.投辞意 も引続 き 8,000cells/個 とした.

稚月が約 1mmに在った ものから､順にネ トロンネッ拝作った育成寵に1,000個/寵の割合になる

ように収容 し､センター前の海に施設 した延縄-垂下 した｡

結 果

1. 母月の成熟状況及び産卵誘発状況

母月の成熟状況は第1表のとおDで､茂浦地先の母月の成熟が川内地先 よb早いように思われるoま

第 1表 母月の成熟状況

採捕場所 採捕月日 誘発月日 虚 妄C〝乙 年 令 誘 発 率 威 熟 度 備 考?(多) 谷 (妥)

?(舜) a (%)茂 浦土 屋茂 浦川 内川 内茂 浦川 内茂 浦川 内 2′125/165/505/505/504/15/304/54/5 4/14/14/24/54/5, ll.5- 14.57.5-ll.212.2- 14.510.8-16.810.7- 14.2ll.5-15.610.5- 15.812.1-14.812.1- 15.2 A25-55-75-545-7A4-6 058.510.0066.7 058.550.00100 25.218.521.052.718.014.726.519.122.5 25.718.824.127.519.118.424.519.125.8 5/50よ

b筏-垂下
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た4月3日に行なった産卵誘発の状況は

第1図の通 Dで､ 20個体中18個体に

放卵放精があD､残Dの2個体は10時

間経過後も放卵放精は認められをかった.

放卵の状況は､産卵期を過 ぎた母月であ

ったため､産卵量は少をく､また塊状の

ものが多かった｡

2. 初期発生

初期顔 生の過程は受精後 90分で2細

胞､ 12時間で繊毛を生 じ回転運動を始

め､ 16時間後に正 トロコフオーラとな

b浮上､約60時間後VCはほとん どが初

期D型幼生 と怒った.

3. 浮遊幼生の飼育状況
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図 産卵誘発水温とホクテガイの放卵状況各水槽の飼育方法および飼育成績は第2表の通 Dであ9､歳 も成績のよかった水槽N02においては

第2表 ホクテガイの浮遊幼生の飼育成績飼 育 飼 育水 温 水槽当Dの 幼生収容密 度 水槽容量

受精月日 穀頂膨 殻頂膨 付着期 付着期まで水 槽 幼 生 収 容 出Tiで 出までの ま骨こ要 の

生残率かNa 個 体 数 の日数 生残率 Lk日数 よび個体数1 15-17℃ 25二研固 467/A 500.a 4月5日 12日 54 藤 18日

45%約 10万個2 〟 50万個 1.000/A A/ 〟 // 85% 〟 60%約50万個

3 A/ 27二布団 540/A 〟 // // 74% /y 28%約7

.5万個推定 30万個もの付着稚且が得られた｡またポリエチレン水槽に



･ 14日旨 (平均殻長 262FE)には眼

点が出始め､ 18日目には眼点が 100

%出たので､その日にコレクターを投入

した.その日の夕方には幼生の動きも鈍

くなD､足を出し付着行動に移るのがみ

られた. 19日目には･平均殻長 290IE

となb半数以上付着 しているのが観察 さ

れた｡

換水の回数が 1部少なくなったのは､

海水取水口付近の防波姥 コンクリー ト工

事の為に起きた水質悪化 (PH8.8)に

よD､換水を見合せたためである｡

なお 5月21日～6月5日にかけ付着

稚月の付着時の殻長を､幼生付着後に出

来る特有の摘録殻によb追跡 したところ､

第3図のように平均287/fとなD､付

着推定殻長 とほぼ一致 している.

4. 付着稚月の成長

ポ1)エチレン水槽中における付着稚月

の成長は第4図の通Dである｡浮遊幼生

時代の成長が 1日平均約 10Jlであるの

に対し､付着雅兄の成長は1日平均約10

JLで付着後姥周縁穀の占著 し叫 申びが観察

された｡

また水槽N02の成長が悪いのはシュロ

皮-の付着密度が濃密すぎたためと推定

される｡

飼育開始後27日自よb温度を下げた

のは 0.9-1.0m7TL程度の稚且を一部 押

出しするに当って自然の海水温慶に合わ

せた為である｡

5. コレクターの種類による雅兄の付着状況
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また､その部分は成長 も悪 く､^為的に

分散しをければならず､他のコレクター

よb手間のかかるという欠点が見られた.

その他-イゼックスフイルム､ポ リカー

ボネイ トフイルムは､片側からすき透 し

て見ることによb裏側に付着 している稚

月 も観察できるが､ シュロ皮では非常に

観察 しにくい等の欠点も見られた.

水槽N03のポリカーボネイ トフィル

ムについては､付着始めは､稚且はつる

つるした表面には付着せず､切b口等の

周縁部 にまず付着し､その後だんだんと

平面部に移動するのがみられた. これ も

折 9日､切b口を多くつけること等によ

b十分使用できるものと思う.

考 察

(I) 成長速度について

受精後付着生活に移行する壇での日数

につV,ては今年度は17℃で飼育 し18

-19日間を要した｡

Jl ユi l叫 Ai叫 軸 路 叶 I

iSS44 42 (a)(軸か掛第 4図 ポ 1)エチ

レン水槽中における付着稚月の成長伊藤他 (1965)では 13～ 17℃の飼育水

温で28- 3 6日を要し､佐藤他 (1967)では 14- 16℃の飼育水温で 15日を要している.この期間を短縮するのは

､飼育作業上有利であるが､ この期間の長短を決定する重要を要因の一つとして飼育水温が考えられる｡今後は浮遊幼生の飼

育における最適温度の検討が必要であるo(2)餌科につVlて付着後は周縁殻の著 しV,伸び

が認められるが､これに対する適当を餌科の開発 も必要と思われるo(3) 付着稚且の飼育付着稚月

の長期間にわたる水槽 飼育についてはヽ換水ヽ餌料等に多くの問題があD､また今回の採苗においても､

実際に押出し出来た数 (約 17万個)払 推定付着数 (約 47万個)の半数以下といぅこともあb今の段階

では出来るだけ早 く海-垂下するこ とが望ましいo付着 した稚月は殻長 300p程度でも移動が革められ､殻長 500




